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令和6年度都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会
更なる組織強化を目指して、
                         4県医師会の取り組みなどを共有

会
長
あ
い
さ
つ

城
守
国
斗
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。
冒
頭
あ
い
さ
つ

し
た
松
本
吉
郎
会
長
は
、
日

本
医
師
会
会
員
数
調
査
に
お

い
て
、
本
年
７
月
末
に
会
員

数
が
17
万
７
０
０
０
名
を
突

破
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
組

織
強
化
へ
の
協
力
に
謝
意
を

示
し
た
上
で
、
「
組
織
強
化

に
向
け
た
取
り
組
み
は
一
過

性
の
も
の
で
は
な
く
、
常
に

重
要
課
題
と
し
て
捉
え
、
継

続
的
に
行
っ
て
い
く
べ
き
も

の
」
と
強
調
。「
医
師
会
が
『
全

て
の
医
師
を
代
表
す
る
組

織
』
と
し
て
、
よ
り
プ
レ
ゼ

ン
ス
や
発
言
力
を
高
め
つ

つ
、
国
民
の
生
命
と
健
康
を

声
を
踏
ま
え
た
医
療
政
策
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
よ
り

多
く
の
医
師
に
医
師
会
活
動

に
参
画
し
て
も
ら
う
こ
と

が
、
医
師
会
の
組
織
強
化
と

発
言
力
の
強
化
に
つ
な
が
る

と
強
調
し
た
。

（
２
）
で
は
、
組
織
強
化

に
は
「
会
員
数
の
増
加
」
と

「
質
の
向
上
」
の
二
つ
の
視

点
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
相

乗
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
で

医
師
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
高

ま
る
と
指
摘
。
「
そ
の
た
め

に
は
、
ま
ず
は
医
師
会
に
入

会
し
て
も
ら
い
、
医
師
会
活

動
の
意
義
や
重
要
性
、
医
師

会
の
存
在
意
義
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
い
ろ
い
ろ
な
経

験
を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

重
要
」
と
述
べ
た
。

（
３
）
で
は
、
日
本
医
師

会
と
し
て
、
入
会
促
進
等
に

向
け
た
目
標
や
会
員
定
着
に

向
け
た
課
題
解
決
の
実
現
の

た
め
、
医
師
会
会
員
情
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
の

導
入
や
日
本
医
師
会
役
員
が

各
病
院
等
に
直
接
働
き
掛
け

る
な
ど
、
多
く
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
「
現
状
を

把
握
・
共
有
し
、
体
制
づ
く

り
の
検
討
を
行
っ
た
上
で
、

効
果
を
検
証
す
る
」
と
い
う

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
必
要

性
を
強
調
し
た
。

最
後
に

田
副
会
長
は
、

国
民
の
生
命
と
健
康
を
守

り
、
医
師
の
医
療
活
動
を
支

え
る
と
い
う
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
は
、
「
会
員

数
と
組
織
率
の
増
加
・
上
昇

傾
向
を
維
持
・
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
」と
指
摘
し
、

①
会
費
減
免
期
間
延
長
の
周

知
と
入
会
促
進
②
臨
床
研
修

医
へ
の
対
応
③
来
年
度
の
新

臨
床
研
修
医
へ
の
対
応

─

に
関
す
る
引
き
続
き
の
協
力

を
呼
び
掛
け
た
。

活
動
報
告

次
に
、
埼
玉
、
三
重
、
岡

山
、
福
岡
の
各
県
医
師
会
か

ら
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ

た
。桃

木
茂
埼
玉
県
医
師
会
常

任
理
事
は
、
組
織
強
化
に
向

け
て
は
、
（
１
）
入
会
を
増

や
す
、（
２
）退
会
を
減
ら
す
、

（
３
）
組
織
力
の
向
上

─

が
必
要
と
強
調
。
令
和
５
年

度
の
活
動
と
し
て
、
加
入
率

の
低
い
病
院
な
ど
に
対
し
て

積
極
的
な
呼
び
掛
け
を
行
っ

た
他
、
郡
市
医
師
会
長
会
議

に
笹
本
洋
一
常
任
理
事
を
招

き
、
組
織
強
化
に
つ
い
て
解

説
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
報

告
す
る
と
と
も
に
、
研
修
医

に
対
し
て
、
研
修
病
院
セ
ミ

ナ
ー
や
医
学
生
、
研
修
医
等

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
会

も
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
①
新

し
く
研
修
医
に
な
っ
た
先
生

へ
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
②
区
分
変
更
が
必
要
に
な

る
初
期
研
修
終
了
時
や
会
費

減
免
対
象
の
期
間
終
了
時
の

退
会
を
減
ら
す
③
研
修
医
以

外
の
非
会
員
に
対
し
て
も
働

き
掛
け
る

─
こ
と
等
を
考

え
て
い
る
と
説
明
し
た
。

田
中
淳
子
三
重
県
医
師
会

理
事
は
、
医
師
会
入
会
を
困

難
に
し
て
い
る
要
因
と
し

て
、（
１
）
会
費
の
妥
当
性
、

（
２
）
手
続
き
の
煩
雑
さ
、

（
３
）
メ
リ
ッ
ト
の
少
な
さ
、

（
４
）
興
味
の
無
さ
、
事
業

内
容
の
周
知
不
足

─
が
あ

る
と
指
摘
。
こ
れ
ら
の
問
題

に
対
し
て
は
、
郡
市
医
師
会

に
対
す
る
医
学
部
卒
後
５
年

間
の
会
費
減
免
へ
の
協
力
依

頼
や
、
入
会
案
内
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
刷
新
、
若
手
医
師

に
向
け
た
、
医
学
生
・
研
修

医
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

の
会
や
研
修
医
と
の
交
流
会

を
開
催
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
と
説
明
。

今
後
は
、
勤
務
医
に
向
け
て

の
ア
ピ
ー
ル
や
Ｍ
Ｍ
Ｃ
（Mie 

Medical 
Complex

：
三
重

県
全
て
の
初
期
臨
床
研
修
病

院
が
主
と
な
り
、
全
16
病
院

の
院
長
が
理
事
と
し
て
、
運

営
し
て
い
る
セ
ン
タ
ー
）
と

の
共
同
事
業
の
実
施
の
他
、

医
師
会
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
を

増
や
す
こ
と
な
ど
に
も
努
め

て
い
く
と
し
た
。

内
田
耕
三
郎
岡
山
県
医
師

会
専
務
理
事
は
、
岡
山
県
医

師
会
の
取
り
組
み
と
し
て
、

（
１
）WELCOME

研
修
医
の
会

の
開
催
、
（
２
）
臨
床
研
修

指
定
病
院
訪
問
、
（
３
）
出

前
説
明
会
、
（
４
）
入
会
サ

ポ
ー
ト
デ
ス
ク
、
（
５
）
勤

務
医
部
会
委
員
会
の
開
催
、

（
６
）
若
手
医
師
と
の
意
見

交
換
会
、
（
７
）
日
本
医
師

会
新
規
入
会
促
進
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

─
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
た
。

（
１
）
で
は
、
特
別
講
演

や
懇
親
会
を
実
施
す
る
中

で
、
医
師
会
の
説
明
や
入
会

案
内
を
行
い
、
会
参
加
者
の

半
数
以
上
が
入
会
す
る
と
い

　令和6年度都道府県医師会組織強化担当役職員連絡協議会を10月31
日、WEB会議併用により日本医師会館小講堂で開催した。
　当日は組織強化に向けて先進的な取り組みを行っている4県医師会か
らの活動報告の他、活発な意見交換が行われた。

っ
た
成
果
を
上
げ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

（
４
）
で
は
、
入
会
に
係

る
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

入
会
等
の
手
続
き
の
代
行
を

行
っ
て
い
る
が
、
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｓ
の
運
用
開
始
に
伴
い
、
終

了
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を

報
告
し
た
。

一
宮
仁
福
岡
県
医
師
会
副

会
長
は
、
組
織
強
化
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
、
（
１
）

入
会
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
、
（
２
）
医
師
会
活
動
参

画
に
向
け
た
取
り
組
み

─

に
分
け
て
説
明
。

（
１
）
で
は
、
会
費
減
免
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
用
い
た
情
報
発
信
、
医
学

生
へ
の
講
義
・
学
生
交
流
会

や
勤
務
医
交
流
会
・
若
手
医

師
交
流
会
の
開
催
な
ど
、

（
２
）
で
は
、
役
員
登
用
や

勤
務
医
部
会
・
委
員
会
の
設

置
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で

医
師
会
入
会
を
案
内
す
る

他
、
大
学
医
師
会
と
連
携
す

る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
詳
説

し
た
上
で
、
今
後
取
り
組
む

べ
き
こ
と
と
し
て
、
中
堅
・

若
手
人
材
の
発
掘
・
登
用
や

勤
務
医
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
の

設
置
な
ど
を
挙
げ
た
。

そ
の
後
の
協
議
で
は
、「
医

療
機
関
等
に
訪
問
し
た
際
の

効
果
的
な
説
明
や
内
容
の
検

討
」
「
未
加
入
の
若
手
医
師

だ
け
で
な
く
、
会
費
減
免
５

年
に
ま
だ
達
し
て
い
な
い
先

生
に
対
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
の

重
要
性
」
「
入
会
前
だ
け
で

な
く
、
入
会
後
も
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

情
報
発
信
の
工
夫
」
な
ど
に

つ
い
て
、
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。最

後
に
松
本
会
長
は
、
４

県
医
師
会
か
ら
の
活
動
報
告

の
ポ
イ
ン
ト
を
振
り
返
っ
た

上
で
、
「
今
回
頂
戴
し
た
ご

意
見
等
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
更
な
る
組
織
強
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
」
と
発
言
し
、
閉
会
と
な

っ
た
。

守
り
、
医
師
の
医
療
活
動
を

支
え
る
と
い
う
役
割
を
果
た

し
続
け
る
た
め
に
は
、
組
織

率
の
上
昇
傾
向
を
維
持
・
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
」

と
述
べ
、
会
費
減
免
対
象
者

へ
の
入
会
促
進
や
日
本
医
師

会
に
入
会
し
て
い
な
い
先
生

方
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
、

引
き
続
き
の
力
添
え
を
求
め

た
。ま

た
、
組
織
強
化
に
は
、

会
員
数
や
組
織
率
と
い
う
観

点
の
み
な
ら
ず
、
「
組
織
自

体
の
質
」
を
高
め
る
と
い
う

側
面
も
あ
る
と
し
て
、
「
会

費
減
免
期
間
に
入
会
さ
れ
た

先
生
方
に
減
免
期
間
終
了
後

も
医
師
会
員
と
し
て
定
着
し

て
頂
く
と
い
う
流
れ
を
確
立

し
て
い
く
中
で
、
医
師
会
活

動
へ
の
理
解
と
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
を
育
ん
で
い
く
と
い
う

視
点
が
重
要
」
と
の
考
え
を

示
し
、
一
層
の
理
解
と
協
力

を
呼
び
掛
け
た
。

⻆
田
副
会
長
に
よ
る
説
明

続
い
て
、

田
徹
副
会
長

が
「
さ
ら
な
る
医
師
会
組
織

強
化
に
向
け
て
」
と
題
し
て
、

（
１
）
医
師
会
の
果
た
す
べ

き
役
割
、
（
２
）
組
織
強
化

と
は
、
（
３
）
よ
り
具
体
的

な
取
り
組
み
の
必
要
性

─

に
つ
い
て
説
明
し
た
。

（
１
）
で
は
、
医
療
現
場

の
声
を
国
に
届
け
、
現
場
の

御 礼
 ─令和6年9月能登半島豪雨への

支援─

　日本医師会が協力を呼び掛けていた令和6
年9月能登半島豪雨への支援に対して、総額
1億3,982万6,930円もの支援金をお寄せ頂き
ました。深く感謝申し上げます。
　支援金は被災地域の医療提供体制の復旧
復興に向けて、石川県医師会に寄付させて
頂きます。
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医
療
問
題

AA
&
Q

Question

Answer

２
０
２
５
年
に

特
に
注
力
す
る
取

り
組
み
と
し
て
は
、
大
き
く

５
点
あ
り
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
診
療
報
酬

改
定
へ
の
対
応

ま
ず
１
点
目
は
「
令
和
８

年
度
の
診
療
報
酬
改
定
へ
の

対
応
」
で
す
。

令
和
６
年
度
の
診
療
報
酬

改
定
で
は
、
医
療
従
事
者
の

賃
上
げ
の
必
要
性
を
粘
り
強

く
主
張
し
た
こ
と
も
あ
り
、

プ
ラ
ス
０
・
88
％
の
プ
ラ
ス

改
定
と
な
り
ま
し
た
が
、
物

価
高
騰
等
を
考
慮
す
る
と
、

十
分
な
財
源
と
は
言
え
ま
せ

ん
。ま

た
、
こ
れ
か
ら
日
本
は

未
曽
有
の
超
高
齢
・
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
、
生
産
年
齢

人
口
が
急
激
に
減
少
す
る
こ

と
に
よ
り
、
医
療
界
に
お
い

て
も
支
え
手
の
減
少
に
直
面

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。こ

う
し
た
状
況
下
に
お
い 松本会長

来
年
に
日
本
医
師
会
長
と
し
て

特
に
注
力
す
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
教
え
て
下
さ
い
。

て
も
、
私
ど
も
は
国
民
に
適

切
な
医
療
を
提
供
し
て
い
く

義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、
医

療
従
事
者
の
更
な
る
賃
上
げ

を
実
現
し
、
他
産
業
へ
の
人

材
流
出
を
防
ぐ
こ
と
も
重
要

で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
公

定
価
格
に
よ
り
運
営
す
る
医

療
機
関
は
そ
の
上
昇
分
を
価

格
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
十
分
な
原

資
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
の
診

療
報
酬
改
定
で
は
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
が
創
設
さ
れ
、

令
和
６
年
度
は
２
・
５
％
の

賃
上
げ
を
目
標
と
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一

方
で
令
和
６
年
春
闘
の
平
均

賃
上
げ
率
は
定
期
昇
給
込
み

で
５
・
10
％
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
分
だ
け
で
も
３
・
56
％
と

非
常
に
高
い
水
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
に
よ
る
賃
上
げ
率

は
、
春
闘
と
の
間
に
２
・

６
％
も
の
差
が
あ
り
、
全
く

追
い
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
他
産
業
並
み

の
賃
上
げ
が
実
現
で
き
な
い

だ
け
で
な
く
、
来
年
度
の
賃

上
げ
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

で
す
。

現
在
の
医
療
機
関
の
経
営

状
況
で
は
、
こ
れ
以
上
の
賃

上
げ
は
到
底
不
可
能
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
手
不

足
に
拍
車
が
掛
か
っ
て
し
ま

い
、
国
民
に
適
切
な
医
療
を

提
供
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

今
後
も
地
域
医
療
を
守

り
、
地
方
経
済
を
活
性
化
す

る
た
め
に
も
、
必
要
な
賃
上

げ
を
行
い
、
医
療
従
事
者
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。

石
破
茂
内
閣
総
理
大
臣
は

「
物
価
に
負
け
な
い
賃
上
げ
」

を
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
医
師
会
と
し
て

も
令
和
６
年
度
の
診
療
報
酬

改
定
で
新
設
さ
れ
た
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
の
届
出
・
算

定
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
医

療
機
関
に
実
施
し
て
頂
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。公

定
価
格
に
よ
り
運
営
を

行
っ
て
い
る
医
療
業
界
に
お

い
て
も
、
物
価
高
騰
を
上
回

る
賃
上
げ
が
実
現
で
き
、
地

域
で
そ
れ
ら
の
施
設
が
確
実

に
存
続
で
き
る
よ
う
、
石
破

総
理
に
は
ぜ
ひ
、
お
力
添
え

を
賜
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

QA

取
る
に
は
、
医
療
・
介
護
の

候
補
者
の
中
で
、
ト
ッ
プ
の

得
票
で
あ
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

現
在
、
釜

副
会
長
は
国

民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
政

治
活
動
を
全
国
展
開
し
て
お

り
ま
す
。
日
本
医
師
連
盟
は

都
道
府
県
医
師
連
盟
・
郡
市

区
医
師
連
盟
一
丸
と
な
っ

て
、
釜

先
生
を
全
力
で
応

援
し
て
参
り
ま
す
。

組
織
強
化

３
点
目
は
「
組
織
強
化
」

で
す
。

日
本
医
師
会
の
組
織
強
化

は
、
私
が
日
本
医
師
会
長
に

就
任
し
て
以
来
、
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
。
全
国
の
医
師
会
の
先
生

方
の
格
段
の
ご
尽
力
も
あ

り
、
本
年
７
月
末
に
は
、
初

め
て
会
員
数
が
17
万
７
０
０

０
名
を
突
破
し
、
17
万
７
１

７
０
名
と
な
り
ま
し
た
。
ご

協
力
頂
い
た
先
生
方
に
は
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
「
組
織
強
化
」

の
一
環
と
し
て
、
新
た
な
医

師
会
会
員
情
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
の
運
用
を

10
月
か
ら
開
始
し
て
お
り
、

来
年
３
月
末
ま
で
に
は
全
て

の
医
師
会
に
導
入
頂
く
予
定

で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
書

類
で
行
っ
て
き
た
入
会
・
異

動
等
の
手
続
き
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
先
生
方
の
手
続
き
負
担

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
異
動
時
の
手
続
き
の
煩
雑

さ
が
退
会
検
討
理
由
の
一
つ

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

参
議
院
議
員
選
挙

２
点
目
は
「
参
議
院
議
員

選
挙
」
で
す
。

日
本
医
師
連
盟
に
関
す
る

話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
来
夏
に
予
定
さ
れ
て
い

る
「
参
議
院
議
員
選
挙
」
に

お
い
て
、
日
本
医
師
連
盟
は

比
例
代
表
の
自
民
党
公
認
候

補
者
と
し
て
、
釜

敏
副
会

長
を
擁
立
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

釜

副
会
長
は
、
５
期
10

年
に
わ
た
っ
て
日
本
医
師
会

の
常
任
理
事
と
し
て
、
看
護

職
の
養
成
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
業
務
を
担
当

し
、
医
師
会
業
務
に
精
通
し

て
お
ら
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
日
本
医
師
連
盟
も
担
当

し
て
お
り
、
政
治
に
対
す
る

造ぞ
う
け
い詣

も
深
く
、
そ
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
釜

副
会
長
は
圧

倒
的
な
知
名
度
が
あ
る
他
、

地
域
医
療
に
携
わ
り
、
地
域

医
療
が
抱
え
る
問
題
に
し
っ

か
り
と
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
、
幅
広
い
人
脈
を
お
持
ち

で
す
。
今
後
更
に
人
脈
を
築

い
て
い
く
能
力
も
お
持
ち
で

あ
り
、
余
人
を
も
っ
て
代
え

が
た
い
存
在
で
す
。

比
例
代
表
に
候
補
者
を
擁

立
す
る
こ
と
は
、
そ
の
団
体

が
い
か
に
そ
の
政
権
政
党
を

支
持
し
て
い
る
か
の
バ
ロ
メ

ー
タ
と
な
り
ま
す
し
、
政
党

は
、
団
体
推
薦
の
比
例
代
表

議
員
の
発
言
を
、
そ
の
団
体

の
発
言
と
見
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。

従
っ
て
、
医
療
・
介
護
の

政
策
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

「
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
」
の
導
入
に

よ
り
、
こ
う
し
た
課
題
は
解

消
に
向
か
う
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

医
師
会
の
組
織
強
化
の
眼

目
は
、
現
場
に
根
差
し
た
提

言
を
し
っ
か
り
と
医
療
政
策

の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
反
映
し

て
い
く
中
で
、
医
師
の
診
療

と
生
活
を
支
援
し
、
国
民
の

生
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

医
師
会
が
こ
う
し
た
使
命

を
果
た
し
続
け
て
い
く
に

は
、更
な
る
会
員
数
の
増
加
、

組
織
率
の
向
上
を
始
め
と
す

る
組
織
強
化
を
通
じ
て
、
対

外
的
に
も
医
師
会
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
一
段
と
高
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
機
能
が
発

揮
さ
れ
る
制
度
の
施
行
に

向
け
た
取
り
組
み

４
点
目
は
「
か
か
り
つ
け

医
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
制
度

の
施
行
に
向
け
た
取
り
組

み
」
で
す
。

来
年
４
月
よ
り
「
か
か
り

つ
け
医
機
能
報
告
制
度
」
が

施
行
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る

面
と
し
て
の
か
か
り
つ
け
医

機
能
の
更
な
る
発
揮
に
向
け

た
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
医
師
会
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま

す
。例

え
ば
、
地
域
に
よ
っ
て

医
療
資
源
の
事
情
は
異
な
る

こ
と
か
ら
、
各
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
例
を

収
集
・
分
析
し
、
好
事
例
を

活
用
し
な
が
ら
各
地
域
と
情

報
共
有
す
る
こ
と
で
全
国
に

横
展
開
す
る
こ
と
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
各
地
域
で

必
要
な
か
か
り
つ
け
医
機
能

が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
医
師

の
研
修
を
始
め
、
行
政
と
連

携
し
て
地
域
を
面
で
支
え
る

役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

も
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
も
日
本
医
師
会

で
は
「
日
本
医
師
会
生
涯
教

育
制
度
」
や
「
日
医
か
か
り

つ
け
医
機
能
研
修
制
度
」
な

ど
、
医
師
の
先
生
方
に
対
し

て
多
岐
に
わ
た
る
研
修
の
機

会
を
提
供
し
て
参
り
ま
し

た
。
「
国
民
の
生
命
と
健
康

を
守
る
」
と
い
う
医
師
の
使

命
を
果
た
す
に
当
た
り
、
全

国
の
先
生
方
に
医
学
・
医
療

に
関
す
る
学
び
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
は
、
日
本
医
師

会
の
責
務
だ
と
考
え
て
お

り
、
引
き
続
き
研
修
の
充
実

等
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

医
師
の
偏
在
対
策

５
点
目
は
「
医
師
の
偏
在

対
策
」
で
す
。

医
師
偏
在
に
は
、
一
つ
の

手
段
で
解
決
す
る
よ
う
な

〝
魔
法
の
杖
〟
は
存
在
せ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
駆
使
し

て
複
合
的
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
後
、
未
曽
有
の

超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
中
、
将
来
の
医
療
を

担
う
若
手
医
師
の
声
を
傾
聴

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
医
師
会
は
、
８
月
21

日
に
定
例
記
者
会
見
を
開
催

し
、
医
師
偏
在
に
対
す
る
見

解
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
は
、
都
道
府
県
に
お
け
る

議
論
と
こ
れ
ま
で
の
地
域
医

療
対
策
協
議
会
に
よ
る
医
師

派
遣
な
ど
の
取
り
組
み
は
引

き
続
き
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
国
レ

ベ
ル
で
の
具
体
的
な
方
策
と

し
て
、
基
金
の
創
設
な
ど
、

６
点
の
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
だ
と
提
言
い
た
し
ま
し

た
（
詳
細
に
つ
い
て
は
本
紙

第
１
５
１
１
号
参
照
）
。

国
民
の
生
命
と
健
康
を
守

り
、
適
切
な
医
療
を
引
き
続

き
提
供
し
て
い
く
た
め
に

も
、
日
本
医
師
会
は
こ
れ
ら

の
提
言
を
基
に
、
も
う
一
段

階
ギ
ア
を
上
げ
、
医
師
偏
在

対
策
に
主
体
的
か
つ
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他

こ
の
他
に
も
、
「
自
由
診

療
の
適
切
な
運
用
」
「
医
薬

品
の
安
定
供
給
」
「
医
師
の

働
き
方
改
革
へ
の
対
応
」「
２

０
４
０
年
頃
を
見
据
え
た
新

た
な
地
域
医
療
構
想
の
検

討
」
「
一
般
社
団
法
人
立
医

療
機
関
に
対
す
る
非
営
利
性

の
徹
底
」
な
ど
、
医
療
界
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
。

日
本
医
師
会
は
こ
れ
か
ら

も
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向

け
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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Ｗ
Ｍ
Ａ
総
会
が
10
月
16
日

か
ら
19
日
を
会
期
と
し
、
ヘ

ル
シ
ン
キ
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
）

で
開
催
さ
れ
た
。

日
本
医
師
会
か
ら
は
、
Ｗ

Ｍ
Ａ
理
事
と
し
て

田
徹
副

会
長
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
会
副
議

長
）
、
渡
辺
弘
司
常
任
理
事

（
松
本
吉
郎
会
長
代
理
）
、
今

村
英
仁
常
任
理
事
が
出
席
し

た
。
全
体
の
参
加
者
は
50
加

盟
各
国
医
師
会
及
び
国
際
機

関
等
か
ら
約
２
０
０
名
で
あ

っ
た
。

総
会
式
典
で
は
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
ア
レ
ク
サ
ン
デ

ル
・
ス
ト
ゥ
ブ
大
統
領
が
来

賓
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。
ル

ジ
ェ
イ
ン
・
ア
ル
ゴ
ド
マ
ニ

第
74
代
Ｗ
Ｍ
Ａ
会
長
が
退
任

し
、
ア
シ
ョ
ッ
ク
・
フ
ィ
リ

ッ
プ 

マ
レ
ー
シ
ア
医
師
会

元
会
長
が
第
75
代
会
長
に
就

任
し
た
他
、
次
期
会
長
に
は

ジ
ャ
ク
リ
ー
ン
・
キ
ト
ゥ

ル 

ケ
ニ
ア
医
師
会
元
会
長

が
選
出
さ
れ
た
。

総
会
に
お
け
る
主
な
議
事

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

（
１
）
緊
急
事
項

・
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
健
康

に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
決
議
」

Ｗ
Ｍ
Ａ
が
、
各
国
、
特
に

第
５
回
政
府
間
交
渉
委
員
会

（
Ｉ
Ｎ
Ｃ
─

５
）
に
出
席
し
て

い
る
国
々
に
対
し
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
汚
染
に
終
止
符
を
打

ち
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
人
類

と
地
球
の
健
康
に
与
え
る
影

響
に
対
処
し
、
健
康
分
野
に

お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

の
役
割
を
検
討
す
る
た
め
、

公
正
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
条
約

に
署
名
す
る
よ
う
強
く
要
請

す
る
も
の
。

（
２
）
医
の
倫
理
委
員
会

関
係

採
択
文
書

・
「
Ｗ
Ｍ
Ａ
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣

言
」
修
正

２
０
２
２
年
４
月
の
Ｗ
Ｍ

Ａ
理
事
会
で
設
置
さ
れ
た
改

訂
作
業
部
会
の
下
、
地
域
別

及
び
テ
ー
マ
別
の
国
際
会
議

８
回
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
２
回
を
実
施
し
、
議
論
が

行
わ
れ
て
き
た
。
30
カ
月
に

及
ぶ
議
論
で
作
業
部
会
が
取

り
ま
と
め
た
修
正
案
が
採
択

さ
れ
た
。

今
回
の
改
訂
で
は
、
研
究

に
参
加
す
る
個
人
の
権
利
、

主
体
性
、
重
要
性
の
尊
重
と
、

研
究
の
有
益
性
と
価
値
に
つ

い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

な
集
団
の
保

護
の
強
化
、
臨
床
試
験
の
透

明
性
の
向
上
、
研
究
の
公
平

性
と
公
正
性
へ
の
取
り
組
み

の
強
化
が
規
定
さ
れ
た
。

宣
言
全
体
を
通
じ
て
「
被

験
者
」
と
い
う
記
載
が
「
参

加
者
」
に
置
き
換
え
ら
れ
た

他
、
こ
れ
ま
で
ヘ
ル
シ
ン
キ

宣
言
は
Ｗ
Ｍ
Ａ
の
会
員
と
関

係
者
を
対
象
と
し
て
い
た

が
、
今
回
の
改
訂
で
は
、
医

学
研
究
活
動
に
携
わ
る
個

人
、
チ
ー
ム
、
組
織
を
問
わ

ず
、
研
究
事
業
に
関
わ
る
全

て
の
人
に
こ
れ
ら
の
原
則
を

守
る
よ
う
に
求
め
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
研
究
者
に
対
し
て

は
、
脆
弱
な
グ
ル
ー
プ
へ
の

配
慮
や
、
研
究
が
も
た
ら
す

利
益
、
リ
ス
ク
、
負
担
が
ど

の
よ
う
に
配
分
さ
れ
る
か
を

慎
重
に
検
討
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。

・
「
生
殖
補
助
技
術
に
関
す

る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
」
修
正

（
３
）社
会
医
学 

委
員
会
関
係

採
択
文
書

・
「
エ
ピ
デ
ミ
ッ

ク
と
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ

Ａ
声
明
」
修
正

・
「
大
気
質
改
善
の
た
め
の

大
気
汚
染
の
防
止
と
削
減
に

関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
宣
言
」

パネルディスカッションでコメントする渡辺常任理事

フィリップWMA新会長と

田
徹
副
会
長
、
今
村
英

仁
常
任
理
事
は
10
月
21
日
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学T.H.Chan

７
月
１
日
に

武
見
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
活
動

に
対
す
る
支

援
に
関
す
る

覚
書
を
更
新

し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
日

本
医
師
会
並

び
に
日
本
製

薬
工
業
協
会

か
ら
の
支
援

に
感
謝
が
述

べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
武

見
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
後
藤
あ

や
主
任
教
授

と
、
今
後
の
活
動
等
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
他
、

９
名
の
武
見
フ
ェ
ロ
ー
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー
マ
に

つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
た
。

同
日
夜
に
は
、

橋
誠
一

郎
ボ
ス
ト
ン
総
領
事
を
招
い

て
、
後
藤
主
任
教
授
、
マ
イ

ケ
ル
・
ラ
イ
シ
ュ
名
誉
教

授
、
ジ
ェ
シ
ー
・
バ
ン
プ
事

務
局
長
、
武
見
フ
ェ
ロ
ー
と

の
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
本
視
察
に
併
せ
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
。
米

国
日
本
人
医
師
会
の
加
納
麻

紀
会
長
、
カ
マ
ー
ル
・
ラ
マ

ニ
副
会
長
、
柳
澤
ロ
バ
ー
ト

貴
裕
前
会
長
、
岩
原
誠
元
会

長
、
加
納
良
雄
事
務
局
長
と

懇
談
し
、
日
米
の
医
療
制
度

や
最
新
の
状
況
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

（
４
）
財
務
企
画
委
員
会

関
係

今
後
の
会
議
開
催

２
０
２
５
年
：
４
月
モ
ン

テ
ビ
デ
オ
理
事
会
（
ウ
ル
グ

ア
イ
）、
10
月
ポ
ル
ト
総
会

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）

（
５
）
学
術
集
会

「
健
康
と
医
療
に
お
け
る

不
平
等
─

ど
う
取
り
組
む

か
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催

さ
れ
た
。

「
予
防
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ

ル
ス
ケ
ア
に
よ
っ
て
医
療
の

公
平
性
を
高
め
る
た
め
に
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
た
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
渡
辺
常
任
理

事
が
「
日
本
の
健
康
診
断
制

度
─
医
療
の
公
平
性
へ
の
貢

献
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
う

と
と
も
に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
参
加
し

た
。

（
６
）
そ
の
他

会
期
中
、
ア
ジ
ア
大
洋
州

医
師
会
連
合（
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
）

ラ
ン
チ
ョ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
し
、
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

世
界
医
師
会（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）ヘ
ル
シ
ン
キ
総
会

⻆
田
副
会
長
、渡
辺
・
今
村
両
常
任
理
事
が
出
席

公
衆
衛
生
大
学
院
武
見
国
際

保
健
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、

武
見
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
視
察

を
行
っ
た
。

日
本
医
師
会
は
、
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
設
立
当
初
か
ら
支
援

を
継
続
し
、
１
９
９
４
年
以

降
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

T.H.Chan

公
衆
衛
生
大
学
院

と
５
年
ご
と
に
覚
書
を
締
結

し
て
い
る
。

ア
ン
ド
レ
ア
・
バ
ッ
カ
レ

リ
学
院
長
、
マ
ル
シ
ア
・
カ

ス
ト
ロ
国
際
保
健
・
人
口
学

部
長
と
の
面
談
で
は
、
本
年

⻆田副会長、今村常任理事

中央から右に、後藤主任教授、バッカレリ学院長、ライシュ名誉教授

お知らせ

　日本医師会ではさまざまな国際活
動を展開しています。その詳細は日
本医師会のホームページに掲載して
いますので、ぜひ、ご覧下さい。
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◎
瑞
宝
中
綬
章

浦
田
士
郎（
元
愛
知
県
厚
生
農

業
協
同
組
合
連
合
会
安
城
更

生
病
院
長
）

圓
谷
建
治（
宮
城
県
・
元
国
立

病
院
機
構
山
形
病
院
長
）

中
村
耕
三（
東
京
都
・
元
国
立

障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
総
長
）

西
田
正
人（
茨
城
県
・
元
国
立

病
院
機
構
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
）

福
原　

毅（
大
阪
府
・
元
ベ
ル

ラ
ン
ド
総
合
病
院
長
）

三
浦
一
章（
青
森
県
・
元
八
戸

市
立
市
民
病
院
長
）

和
田
裕
一（
宮
城
県
・
元
国
立

病
院
機
構
仙
台
医
療
セ
ン
タ

ー
院
長
）

長
田
幸
夫（
宮
崎
大
学
名
誉
教

授
）

下
條
文
武（
元
新
潟
大
学
長
）

関
根
一
郎（
長
崎
大
学
名
誉
教

授
）

高
須
信
行（
琉
球
大
学
名
誉
教

授
）

塚
本
泰
司（
元
札
幌
医
科
大
学

長
）

◎
旭
日
小
綬
章

小
玉
弘
之（
元
秋
田
県
医
師
会

長
）

岡
孝
雄（
元
奈
良
県
医
師
会

長
）

福
田　

稠（
熊
本
県
医
師
会
長
）

大
園
清
信（
元
鹿
児
島
県
議
会

議
員
）

川
端
正
義（
元
徳
島
県
議
会
議

員
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

川
名
隆
司（
宮
崎
県
・
元
宮
崎

市
郡
医
師
会
病
院
長
）

坂
巻　

壽（
元
東
京
都
立
駒
込

病
院
長
）

杉
田　

裕（
群
馬
県
・
元
埼
玉

県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ

ン
タ
ー
病
院
長
）

近
森
正
幸（
高
知
県
・
元
近
森

病
院
長
）

　

卓
夫（
鹿
児
島
県
・
元
今

給
黎
総
合
病
院
長
）

宮
里
善
次（
沖
縄
県
・
元
中
頭

病
院
長
）

小
林
槇
雄（
東
京
女
子
医
科
大

学
名
誉
教
授
）

◎
旭
日
双
光
章

青
木
一
雄（
静
岡
県
・
元
沼
津

医
師
会
長
）

飯
岡
幸
夫（
茨
城
県
・
元
つ
く

ば
市
医
師
会
長
）

飯
山
三
男（
群
馬
県
・
元
桐
生

市
医
師
会
副
会
長
）

岡
愼
一
郎（
静
岡
県
・
元
静
岡

市
静
岡
医
師
会
長
）

奥
村
良
二（
福
井
県
・
元
坂
井

令
和
６
年

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

江
澤
常
任
理
事
が
藍
綬
褒
章
を
受
章

　

政
府
は
、
こ
の
た
び
、
令
和
６
年
秋
の
褒
章
受

章
者
並
び
に
生
存
者
叙
勲
・
賜
杯
受
章
者
を
発
表

し
た
。

　

日
本
医
師
会
員
受
章
者
は
次
の
と
お
り
。

�
※
敬
称
略

地
区
医
師
会
長
）

小
野
壽
太
郎（
長
野
県
・
元
大

北
医
師
会
長
）

神
山
公
秀（
長
野
県
・
元
上
伊

那
医
師
会
長
）

川原

裕
一（
鹿
児
島
県
・
元
川

内
市
医
師
会
長
）

木
村
好
美（
大
阪
府
・
元
豊
中

市
医
師
会
副
会
長
）

黒
澤
三
良（
福
島
県
・
元
須
賀

川
医
師
会
長
）

小
林
昭
彦（
三
重
県
・
元
松
阪

地
区
医
師
会
長
）

佐
藤　

尚（
宮
城
県
・
元
栗
原

市
医
師
会
長
）

佐
藤
融
司（
香
川
県
・
元
坂
出

市
医
師
会
長
）

澤
田
洋
一（
新
潟
県
・
元
村
上

市
岩
船
郡
医
師
会
長
）

白
川
敏
夫（
広
島
県
・
元
安
芸

地
区
医
師
会
長
）

関
本
幹
雄（
埼
玉
県
・
元
川
越

市
医
師
会
長
）

津
森
孝
生（
大
阪
府
・
元
河
内

医
師
会
長
）

東
保
裕
の
介（
大
分
県
・
元
臼

杵
市
医
師
会
長
）

富
永
俊
彦（
元
徳
島
県
医
師
会

理
事
）

長
柄　

均（
福
岡
県
・
元
福
岡

市
医
師
会
長
）

西
尾
好
司（
岐
阜
県
・
元
土
岐

医
師
会
副
会
長
）

仁
科
盛
之（
山
形
県
・
元
米
沢

市
医
師
会
理
事
）

平
井
賢
治（
佐
賀
県
・
元
鳥
栖

三
養
基
医
師
会
長
）

藤
政
篤
志（
山
口
県
・
元
玖
珂

医
師
会
長
）

松
平

光（
東
京
都
・
元
小
石

川
医
師
会
長
）

松
葉　

明（
石
川
県
・
元
白
山

の
の
い
ち
医
師
会
長
）

丸
山
德
二（
神
奈
川
県
・
元
茅

ケ
崎
医
師
会
長
）

栁
澤
正
敏（
千
葉
県
・
元
松
戸

市
医
師
会
長
）

◎
瑞
宝
双
光
章

伊
藤　

仁（
広
島
県
・
学
校
医
）

上
村
神
一
郎（
東
京
都
・
元
青

峰
会
く
じ
ら
病
院
長
）

内
野
孝
子（
東
京
都
・
学
校
医
）

榮
田
不
二
雄（
東
京
都
・
学
校

医
）

大
戸
武
久（
山
梨
県
・
学
校
医
）

金
井　

輝（
千
葉
県
・
元
東
条

メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
院

長
）

川
島
秀
雄（
茨
城
県
・
学
校
医
）

菅　

大
三（
愛
媛
県
・
学
校
医
）

北
原
敏
行（
静
岡
県
・
学
校
医
）

木
村
泰
雄（
神
奈
川
県
・
学
校

医
）

酒
井
健
太
郎（
茨
城
県
・
学
校

医
）

雫　

俊
一（
徳
島
県
・
学
校
医
）

鈴
木
英
司（
群
馬
県
・
学
校
医
）

清
田
正
夫（
愛
媛
県
・
学
校
医
）

中　

佳
一（
神
奈
川
県
・
元
東

名
厚
木
病
院
長
）

中
村
達
男（
熊
本
県
・
元
学
校

医
）

服
部
礼
子（
埼
玉
県
・
学
校
医
）

原　

捷
平（
群
馬
県
・
元
学
校

医
）

藤
本
明
子（
香
川
県
・
学
校
医
）

堀　

宏
郎（
新
潟
県
・
元
学
校

医
）

前
川
暢
男（
宮
城
県
・
学
校
医
）

松
岡
伸
二（
兵
庫
県
・
学
校
医
）

松
元　

俊（
熊
本
県
・
元
東
京

逓
信
病
院
眼
科
部
長
）

峯　

一
彦（
元
宮
崎
県
立
日
南

病
院
長
）

三
原
武
彦
（
三
重
県
・
元
学
校

医
）

宮
田
昭
男
（
愛
知
県
・
学
校
医
）

守
口
孝
和
（
秋
田
県
・
学
校
医
）

矢
野
幹
夫
（
愛
媛
県
・
学
校
医
）

山
田
篤
伸
（
福
岡
県
・
学
校
医
）

岡
田　

孝（
埼
玉
県
・
自
衛
隊

医
療
協
力
者
）

小
林
欣
也
（
新
潟
県
警
察
嘱
託

医
）

佐
藤
泰
平
（
群
馬
県
警
察
嘱
託

医
）

◎
瑞
宝
単
光
章

酒
井　

（
大
阪
府
・
介
護
老

人
保
健
施
設「
吹
田
徳
洲
苑
」

管
理
者
）

田
中
敬
子
（
鳥
取
県
・
介
護
老

人
保
健
施
設「
は
ま
ゆ
う
」

施
設
長
）

前
川　

滋（
岩
手
県
・
元
自
衛

隊
医
療
協
力
者
）

◆
紫
綬
褒
章

岩
坪　

威
（
東
京
大
学
教
授
）

◆
藍
綬
褒
章

江
澤
和
彦（
岡
山
県
・
日
本
医

師
会
常
任
理
事
）

草
彅
博
昭（
東
京
都
・
三
郷
市

医
師
会
長
）

黒
﨑
伸
子（
長
崎
県
・
黒
﨑
医

院
長
）

佐
久
間
正（
福
島
県
・
介
護
老

人
保
健
施
設「
啓
寿
園
」
施

設
長
）

澤
井
貞
子（
大
阪
府
医
師
会
理

事
）

関
根　

篤
（
秋
田
県
・
秋
田
労

働
局
地
方
労
災
医
員
）

田
敏
也（
香
川
県
・
香
川
労

働
局
地
方
労
災
医
員
）

山
口
哲
顕（
神
奈
川
県
・
港
北

病
院
長
）

◆
お
願
い
◆

受
章
者
名
の
掲
載
に
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま

す
が
、
万
一
、
お
気
付
き
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
日
本

医
師
会
広
報
課
ま
で
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

物
価
の
上
昇
が
止
ま
ら
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

物
価
を
示
す
指
標
は
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
が
、
多
く
使

用
さ
れ
る
の
は
「
コ
ア
Ｃ
Ｐ

Ｉ
」
で
す
。
こ
れ
は
、
消
費

者
物
価
か
ら
生
鮮
食
料
品
を

除
い
て
計
算
さ
れ
る
指
標
で

す
。
生
鮮
食
料
品
を
除
く
の

は
、
天
候
な
ど
に
よ
る
一
時

的
な
価
格
変
動
で
イ
ン
フ
レ

が
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で

す
。２

０
１
０
年
代
の
コ
ア
Ｃ

Ｐ
Ｉ
は
ほ
ぼ
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ

ス
０
％
の
範
囲
内
で
推
移
し

て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
２

年
頃
か
ら
急
激
に
上
昇
を
始

め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
初
期

に
需
要
が
減
少
し
物
価
が
下

が
っ
た
反
動
や
、
円
安
に
よ

る
輸
入
品
価
格
の
上
昇
が
主

な
原
因
で
す
。
特
に
２
０
２

２
年
10
月
か
ら
12
月
に
は
、

前
年
比
プ
ラ
ス
４
・
５
％
ま

で
上
昇
し
ま
し
た
。

イ
ン
フ
レ
の
上
昇
に
は
二

つ
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

１
．
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
型

イ
ン
フ
レ（
良
い
イ
ン
フ
レ
）

需
要
が
増
え
、
モ
ノ
や
サ

ー
ビ
ス
の
価
格
が
上
が
る
こ

と
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
で
す
。

例
え
ば
、
10
個
し
か
な
い
商

品
に
15
人
の
買
い
手
が
い
る

場
合
、
売
主
は
高
い
値
を
付

け
た
人
を
優
先
し
ま
す
。
こ

の
需
要
増
に
よ
る
価
格
上
昇

が
デ
ィ
マ
ン
ド
・
プ
ル
型
イ

ン
フ
レ
で
す
。

２
．
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
型

イ
ン
フ
レ（
悪
い
イ
ン
フ
レ
）

日
医
総
研
だ
よ
り

物
価
高
騰
と
医
療
機
関
運
営

資
源
高
や
円
安
に
よ
り
、

輸
入
品
の
価
格
が
上
が
る
こ

と
で
生
じ
る
イ
ン
フ
レ
で

す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
ガ

ザ
紛
争
に
伴
う
原
油
高
や
円

安
が
、
ガ
ソ
リ
ン
や
電
気
代

の
高
騰
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。

現
在
の
イ
ン
フ
レ
は
主
に

コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
型
要
因

に
よ
る
も
の
で
、
私
達
が
支

払
っ
た
お
金
が
海
外
に
流

れ
、
日
本
の
経
済
に
還
元
さ

れ
な
い
構
造
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
イ
ン
フ
レ

は
日
本
の
医
療
機
関
に
も
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。医

療
機
関
で
は
診
療
報
酬

が
２
年
間
固
定
で
設
定
さ
れ

て
お
り
、
２
年
間
は
物
価
が

上
が
っ
て
も
収
入
に
は
変
化

が
あ
り
ま
せ
ん
。
既
に
ギ
リ

ギ
リ
の
経
営
を
し
て
い
る
医

療
機
関
に
と
っ
て
、
コ
ス

ト
・
プ
ッ
シ
ュ
型
イ
ン
フ
レ

は
極
め
て
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
大
幅
に
増
え
て
い

る
支
出
項
目
に
は
、
給
食
費
、

水
道
光
熱
費
、
外
注
費
、
物

品
費
、
人
件
費
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
今
後
更
に
増

加
が
予
想
さ
れ
る
の
は
、
医

療
Ｄ
Ｘ
関
連
の
費
用
（
Ｄ
Ｘ

機
器
、
通
信
費
、
ク
ラ
ウ
ド

費
用
）、
土
地
価
格
の
上
昇

に
よ
る
賃
料
と
固
定
資
産

税
、
円
安
に
よ
る
医
療
材
料

費
で
す
。
円
安
が
更
に
進
む

と
、
こ
れ
ら
の
費
用
は
今
以

上
に
上
昇
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

一
般
消
費
者
物
価
が
高
騰

す
る
中
、
他
の
業
界
と
の
競

争
を
考
え
れ
ば
、
人
件
費
も

引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
の
結
果
と
し
て

今
年
６
月
に
は
赤
字
病
院
の

割
合
が
70
％
を
超
え
た
と
い

う
報
告
も
あ
り
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
。

１
９
７
３
年
の
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
時
、
２
年
ご
と
の
診

療
報
酬
改
定
の
間
に
「
期
中

改
定
」
を
行
い
、
物
価
高
に

対
応
し
ま
し
た
。
現
在
の
中

東
の
情
勢
も
、
当
時
と
非
常

に
似
通
っ
て
き
て
い
ま
す
。

次
の
診
療
報
酬
改
定
は
２

０
２
６
年
６
月
で
、
あ
と
１

年
半
も
先
で
す
。
１
年
半
も

現
在
の
収
入
の
ま
ま
だ
と
、

多
く
の
医
療
機
関
の
運
営
は

今
以
上
に
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
な
り
ま
す
。

日
本
医
師
会
は
医
療
機
関

の
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に

補
正
予
算
に
お
け
る
補
助
金

の
大
幅
増
に
よ
る
支
援
を
要

請
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
の

状
況
に
よ
っ
て
は
期
中
改
定

も
必
要
と
考
え
ま
す
。

（
日
医
総
研
副
所
長　

原

祐
一
）
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日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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名
前　

マ
ル

犬
種　

ト
イ
プ
ー
ド
ル　

雌

趣
味　

ボ
ー
ル
遊
び

好
物　

肉
全
般
、
魚
、
蟹
も

大
好
き
で
す
。
ド
ッ
グ
フ
ー

ド
は
い
や
い
や
食
べ
ま
す
。

７
年
前
、
当
時
小
学
５
年

生
だ
っ
た
次
男
が
「
犬
が
飼

い
た
い
」
と
言
い
出
し
、
後

日
何
と
な
く
ふ
ら
っ
と
立
ち

寄
っ
た
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に

彼
女
は
い
ま
し
た
。
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
の
中
で
既
に
数
カ
月

が
経
っ
て
お
り
若
干
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
プ
店
員
は
決
定
権
の

あ
る
家
族
が
一
緒
に
来
て
い

る
客
と
見
る
と
、
す
ぐ
さ
ま

「
抱
っ
こ
し
て
み
ま
せ
ん
か
」

と
誘
い
を
掛
け
て
き
て
、
気

が
付
い
た
ら
息
子
の
腕
の
中

に
抱
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
な
る
と
も
う
息
子
は
メ
ロ

メ
ロ
に
。
畳
み
掛
け
る
よ
う

に
小
学
生
の
子
ど
も
に
「
連

れ
て
帰
っ
て
よ
」
と
誘
い
の

言
葉
を
連
発
…
…
。
私
も
家

内
も
犬
好
き
で
し
た
の
で
、

次
男
に
き
ち
ん
と
世
話
を
す

る
こ
と
を
条
件
に
連
れ
て
帰

る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
始
ま

り
で
し
た
。
案
の
定
、
マ
ル

の
世
話
を
し
た
の
は
最
初
だ

け
で
、
そ
の
う
ち
家
内
が
世

話
の
ほ
と
ん
ど
を
行
う
よ
う

に
な
っ
た
の
は
皆
さ
ん
の
想

像
ど
お
り
か
と
思
い
ま
す
。

芸
は
お
手
、
お
か
わ
り
、

タ
ッ
チ
、
伏
せ
、
待
て
、
ゴ

ロ
ー
ン
は
覚
え
て
い
ま
す
。

知
ら
な
い
人
に
は
全
く
愛
敬

を
振
り
ま
く
こ
と
は
な
く
、

知
っ
て
い
る
人
に
し
か
尻
尾

を
振
る
こ
と
を
し
ま
せ
ん
。

宅
配
の
お
兄
さ
ん
に
は
毎
回

吠
え
て
し
ま
っ
て
う
る
さ
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
番

犬
と
し
て
は
あ
る
一
定
の
役

割
は
果
た
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
今
ま
で
実
家
や
祖
母
の

家
で
飼
わ
れ
て
い
た
ポ
メ
ラ

ニ
ア
ン
、
コ
ー
ギ
ー
、
シ
ー

ズ
ー
と
比
べ
る
と
格
段
に
頭

が
良
い
印
象
を
受
け
ま
す
。

ト
イ
プ
ー
ド
ル
は
可
愛
さ
だ

け
で
は
な
く
犬
の
中
で
も
ト

ッ
プ
３
に
入
る
く
ら
い
頭
が

良
い
犬
種
だ
そ
う
で
す
。
加

え
て
、
毛
も
抜
け
ま
せ
ん
の

で
大
変
飼
い
や
す
い
で
す
。

初
め
て
飼
う
方
に
は
お
薦
め

で
、
人
気
が
あ
る
の
も
う
な

ず
け
ま
す
。

犬
の
く
せ
に
冬
は
ヒ
ー
タ

ー
の
前
か
ら
離
れ
ず
、
冬
の

寒
い
時
期
に
は
同
じ
布
団
に

入
っ
て
寝
て
お
り
、
寒
さ
に

め
っ
ぽ
う
弱
い
お
嬢
様
で

す
。
散
歩
も
あ
ま
り
好
き
で

肥
満
を
患
っ
た
人
が
体
重

を
減
ら
す
た
め
に
ラ
イ
ザ
ッ

プ
に
通
う
と
、
最
低
30
万
円

く
ら
い
必
要
で
、
細
か
く
指

導
を
受
け
る
場
合
、
更
に
追

加
で
何
十
万
円
か
必
要
だ

と
、
通
っ
た
人
に
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
。
運
動
し
て
食
事

制
限
を
す
る
必
要
が
あ
り
、

努
力
と
我
慢
を
す
る
た
め
に

お
金
を
払
い
、
痩
せ
た
体
を

手
に
入
れ
る
と
い
う
、
ち
ょ

っ
と
面
白
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
だ
と
思
っ
た
。

自
分
は
、
努
力
す
る
の
も

我
慢
す
る
の
も
嫌
い
で
、
食

べ
た
い
時
に
食
べ
た
い
も
の

を
食
べ
た
い
だ
け
食
べ
る
、

を
信
条
に
生
き
て
き
た
。
昔
、

羽
田
か
ら
小
松
ま
で
飛
行
機

で
帰
る
際
、
空
港
で
小
さ
い

「
と
ら
や
の
羊よ

う
か
ん羹

」
を
購
入

し
、
乗
る
前
に
食
べ
る
か
小

松
に
着
い
て
か
ら
食
べ
る
か

大
い
に
迷
い
、
着
い
て
か
ら

食
べ
る
こ
と
に
し
た
の
だ

が
、
途
中
飛
行
機
が
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
揺
れ
て
、
落
ち
る
か

も
知
れ
な
い
と
思
っ
た
時
、

羊
羹
食
っ
て
お
け
ば
良
か
っ

た
と
本
気
で
後
悔
し
た
。

そ
れ
以
来
、
食
べ
た
い
も

の
は
我
慢
せ
ず
、
す
ぐ
に
食

べ
る
よ
う
心
掛
け
て
き
た
。

そ
の
た
め
か
、
働
き
始
め
て

か
ら
体
重
が
１
０
０
キ
ロ
を

切
っ
た
こ
と
が
な
く
、
こ
こ

何
年
か
２
型
糖
尿
病
の
治
療

が
必
要
に
な
っ
て
い
た
。
そ

ん
な
だ
ら
し
な
い
自
分
が
、

今
年
の
７
月
か
ら
４
カ
月
で

25
キ
ロ
減
量
し
た
。
今
の
体

重
に
な
る
の
は
40
年
ぶ
り

で
、
血
液
検
査
で
異
常
値
が

一
つ
も
出
な
か
っ
た
の
も
35

年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
。

は
な
い
よ
う
で
、
自
転
車
が

近
く
を
通
る
だ
け
で
び
っ
く

り
す
る
始
末
。
ド
ッ
グ
ラ
ン

で
大
型
犬
は
も
ち
ろ
ん
、
同

じ
小
型
犬
に
も
恐
る
恐
る
に

お
い
を
嗅
ぎ
に
い
く
怖
が
り

さ
ん
で
す
が
、
猫
と
鳩
に
は

や
た
ら
と
強
気
に
出
る
面
も

あ
り
ま
す
。
非
常
に
奇
麗
好

き
で
、
汚
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト

シ
ー
ツ
で
は
用
を
足
そ
う
と

せ
ず
、
シ
ー
ツ
を
替
え
て
く

れ
と
要
求
し
て
き
ま
す
し
、

散
歩
中
に
お
し
っ
こ
を
す
る

時
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
で

は
流
れ
て
脚
に
付
い
て
し
ま

う
の
が
嫌
な
よ
う
で
、
決
ま

っ
て
土
の
吸
収
の
良
い
所
を

選
ん
で
用
を
足
し
ま
す
。

次
男
が
学
校
の
課
題
で
短

歌
を
作
る
こ
と
と
な
り
「
し

き
な
み
子
供
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
」
で
マ
ル
に
つ
い
て
詠
ん

だ
短
歌
「
愛
犬
の
マ
ル
の
カ

ッ
ト
は
美
容
院　

僕
の
カ
ッ

ト
は
家
で
バ
リ
カ
ン
」
と
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
か
と
思
う

よ
う
な
内
容
で
提
出
し
た
も

の
が
、
思
い
も
よ
ら
ず
入
選

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
入
選

し
た
短
歌
は
全
校
生
徒
の
前

で
校
長
に
よ
っ
て
朗
読
さ

れ
、
次
男
は
恥
ず
か
し
い
思

い
を
し
た
そ
う
で
す
。

犬
は
家
の
中
の
序
列
を
把

握
し
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
が
、
普
段
の
行
動
を
見

て
い
る
と
彼
女
は
下
か
ら
２

番
目
で
、
次
男
よ
り
は
上
の

位
に
い
る
よ
う
で
す
。
最
初

に
飼
い
た
い
と
言
っ
た
言
い

出
し
っ
ぺ
が
序
列
最
下
位
と

い
う
皮
肉
な
結
果
に
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
マ
ル
で
す
が
、
も

う
７
歳
と
な
り
犬
の
中
で
は

シ
ニ
ア
犬
に
な
る
年
に
な
り

ま
し
た
。
若
干
白
内
障
が
あ

り
そ
う
で
水
晶
体
が
う
っ
す

ら
白
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
、
こ
の
文
章
を
書
い

て
い
る
私
の
足
元
で
丸
ま
っ

て
寝
て
い
る
姿
を
見
て
い
る

と
本
当
に
癒
さ
れ
ま
す
。
家

に
帰
る
と
尻
尾
を
振
っ
て
玄

関
ま
で
迎
え
に
出
て
く
れ
、

抱
っ
こ
し
て
く
れ
と
せ
が
ま

れ
ま
す
。
可
愛
く
て
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
。
全
く
言
う
こ
と

を
聞
か
な
い
愚
息
と
旦
那
に

ス
ト
レ
ス
を
た
め
る
一
方
の

家
内
に
と
っ
て
唯
一
の
精
神

的
な
息
抜
き
を
さ
せ
て
く

れ
、
わ
が
家
に
平
和
と
癒
し

を
与
え
て
く
れ
る
女
神
と
言

っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

で
で
き
る
だ
け
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
代
わ
り
食

事
の
時
に
こ
そ
っ
と
お
肉
や

お
魚
を
お
裾
分
け
し
て
あ
げ

る
か
ら
。
私
の
切
な
る
願
い

で
す
。

	

（
一
部
省
略
）

ビ
グ
ア
ナ
イ
ド
系
血
糖
降

下
薬
と
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬

の
２
剤
を
内
服
し
て
い
た

が
、
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
は
全
く
下

が
ら
な
か
っ
た
。
薬
を
飲
ん

で
、
少
し
検
査
の
数
値
が
良

く
な
る
と
、
食
べ
る
量
が
増

え
る
こ
と
が
原
因
だ
っ
た
。

６
月
の
と
あ
る
学
会
で
友
人

達
と
食
事
を
し
な
が
ら
、「
俺

は
今
食
事
に
気
を
付
け
て
い

て
、
次
の
採
血
で
Ｈ
ｂ
Ａ
１

ｃ
が
下
が
ら
な
か
っ
た
ら
、

食
欲
が
無
く
な
る
注
射
を
打

た
れ
ち
ゃ
う
」
と
笑
い
な
が

ら
話
を
し
て
い
た
。
自
分
と

し
て
は
節
制
し
て
努
力
し
て

い
た
の
で
、
７
月
の
採
血
で

は
下
が
っ
て
い
て
当
た
り
前

と
考
え
て
い
た
が
、
検
査
結

果
を
見
る
と
、
何
と
前
回
よ

り
上
が
っ
て
い
た
。
ち
ょ
っ

と
衝
撃
を
受
け
た
。
あ
れ
ほ

ど
努
力
し
た
の
に
、
と
考
え

て
い
る
と
、
主
治
医
に
「
注

射
、
ど
う
し
ま
す
？
」
と
聞

か
れ
た
。
注
射
は
痛
い
か
ら

嫌
だ
し
、
怖
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
は
自
己
管
理
の

で
き
な
い
ダ
メ
人
間
に
対
す

る
罰
だ
か
ら
受
け
入
れ
よ
う

と
、
翌
日
か
ら
自
己
注
射
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

注
射
で
痛
い
思
い
を
す
る

の
は
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
行

い
の
報
い
だ
と
思
い
、
時
代

劇
で
侍
が
切
腹
す
る
よ
う
な

感
じ
で
覚
悟
を
決
め
、
腹
に

注
射
器
を
当
て
て
「
う
っ
」

と
ド
ラ
マ
の
切
腹
シ
ー
ン
の

よ
う
に
声
を
出
し
て
ボ
タ
ン

を
押
し
た
が
、
全
く
痛
く
な

い
。
自
分
が
あ
れ
ほ
ど
覚
悟

し
て
い
た
こ
と
が
恥
ず
か
し

く
な
っ
た
。
罰
に
も
な
ら
な

い
。初

め
て
注
射
し
て
１
時
間

後
に
、
職
場
の
自
分
の
部
屋

に
到
着
し
た
の
だ
が
、
当
時

そ
こ
に
は
自
分
が
死
ぬ
前
に

食
べ
た
い
物
リ
ス
ト
ベ
ス
ト

３
に
入
っ
て
い
る
「
坂
角
の

ゆ
か
り
」
が
た
く
さ
ん
置
い

て
あ
り
、
そ
れ
を
食
べ
よ
う

と
手
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

反
射
的
に
食
べ
た
く
な
い
と

思
い
、
す
ぐ
手
か
ら
放
し
て

机
の
上
に
置
い
て
し
ま
っ

た
。
「
あ
れ
？　

自
分
が
こ

ん
な
に
も
好
き
な
食
べ
物
を

手
放
し
た
。
こ
れ
は
お
か
し

い
」
と
思
い
、
も
う
一
度
食

べ
よ
う
と
再
び
手
に
し
た

が
、
ど
う
し
て
も
食
べ
た
く

な
い
。
全
く
食
べ
る
気
が
し

な
い
の
だ
。
こ
れ
は
不
思
議

な
感
覚
だ
。
生
ま
れ
て
初
め

て
の
感
覚
だ
っ
た
。
気
持
ち

悪
い
わ
け
で
も
な
く
、
腹
一

杯
食
べ
た
後
で
も
な
い
。
今

ま
で
は
腹
一
杯
に
な
っ
て
も

目
の
前
に
食
べ
物
が
あ
れ
ば

全
て
食
べ
尽
く
し
て
い
た
は

ず
な
の
に
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、

食
べ
物
を
見
て
も
食
べ
た
い

と
思
わ
な
く
な
り
、
少
し
食

べ
る
だ
け
で
満
腹
に
な
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
食

べ
ら
れ
な
い
な
ん
て
可
哀

想
、
と
人
に
言
わ
れ
る
が
、

自
分
が
食
べ
た
く
な
い
の

で
、
つ
ら
い
こ
と
は
全
く
無

く
、
我
慢
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
く
、
食
べ
た
い
時
に
食

べ
た
い
も
の
を
食
べ
た
い
だ

け
食
べ
て
生
き
て
い
る
。
つ

ま
り
、
何
の
努
力
も
我
慢
も

す
る
こ
と
な
く
、
自
然
に
体

重
が
減
少
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
た
だ
、
少
し
食
べ
る
と

す
ぐ
に
満
腹
に
な
る
の
で
、

バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
よ
う
と

気
を
遣
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
る
で
、
健
康
な
人
の
よ
う

に
考
え
方
ま
で
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。

こ
う
し
て
何
の
努
力
も
我

慢
も
す
る
こ
と
な
く
最
初
の

１
週
間
で
４
キ
ロ
、
１
カ
月

で
10
キ
ロ
減
り
、
３
カ
月
で

20
キ
ロ
減
量
し
て
し
ま
っ

た
。
緩
い
時
代
に
な
っ
た
と

時
々
思
う
が
、
自
己
管
理
の

で
き
な
い
ダ
メ
人
間
の
た
め

の
注
射
ま
で
登
場
し
た
の
か

と
思
う
と
、
医
療
の
進
歩
を

実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
何
の
努
力
も
な
く
、
健

康
な
体
を
手
に
入
れ
て
し
ま

っ
た
た
め
、
少
し
後
ろ
め
た

い
気
持
ち
で
い
た
。

薄
っ
ぺ
ら
く
な
っ
た
自
分

の
体
を
見
て
、
あ
る
人
は
私

と
は
気
付
か
ず
、
あ
る
人
は

気
付
い
て
い
て
も
気
付
い
て

い
な
い
ふ
り
を
し
、
あ
る
人

は
「
病
気
で
す
か
？
」
と
聞

い
て
く
る
。
私
を
よ
く
知
る

人
達
に
、
私
が
努
力
し
て
こ

の
よ
う
な
肉
体
を
手
に
入
れ

る
と
思
っ
て
い
る
人
は
誰
一

人
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
自

分
の
徳
な
の
だ
と
し
み
じ
み

感
じ
た
。
そ
ん
な
中
、
一
人

の
女
性
医
師
か
ら
「
先
生
、

ラ
イ
ザ
ッ
プ
で
す
か
!?
」
と

言
わ
れ
た
。
良
い
人
だ
。
人

間
は
努
力
し
て
い
ろ
ん
な
も

の
を
手
に
入
れ
る
と
考
え
て

い
る
人
に
違
い
な
い
と
思
っ

た
。
そ
ん
な
美
し
い
心
に
触

れ
て
、
何
と
な
く
あ
っ
た
後

ろ
め
た
さ
が
少
し
晴
れ
た
気

が
し
た
。	

（
一
部
省
略
）
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美
馬
　
紀
章

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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第
31
回
日
本
臨
床
分
科
医

会
代
表
者
会
議
が
10
月
31

日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
、
日

本
医
師
会
か
ら
今
村
英
仁
常

任
理
事
が
出
席
し
、
伊
藤
隆

一
日
本
小
児
科
医
会
長
を
始

め
、
出
席
し
た
各
会
の
代
表

者
ら
と
意
見
を
交
わ
し
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し
た
今

村
常
任
理
事
は
、
薬
価
問
題

に
つ
い
て
言
及
。
薬
価
引
き

下
げ
に
よ
る
薬
の
供
給
不
足

や
海
外
製
薬
会
社
の
日
本
市

場
か
ら
の
撤
退
な
ど
の
課
題

を
指
摘
し
た
他
、
ス
イ
ッ
チ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
つ
い
て
の
日
本

医
師
会
の
考
え
方
を
説
明

し
、
関
係
学
会
・
医
会
に
対

し
て
候
補
成
分
に
関
す
る
意

見
聴
取
へ
の
協
力
を
求
め

た
。続

い
て
、
日
本
医
師
会
事

務
局
よ
り
、
厚
生
労
働
省
「
医

療
用
か
ら
要
指
導
・
一
般
用

へ
の
転
用
に
関
す
る
評
価
検

討
会
議
」
の
目
的
等
に
つ
い

て
説
明
し
、
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
候

補
成
分
に
対
す
る
医
会
の
見

解
を
提
出
す
る
際
に
は
、
賛

否
を
明
確
に
記
載
し
て
欲
し

い
」
と
要
望
し
た
。

続
い
て
、13
の
医
会
か
ら
、

各
会
で
の
取
り
組
み
や
現

状
、
課
題
等
に
つ
い
て
発
表

が
な
さ
れ
た
。

白
根
雅
子
日
本
眼
科
医
会

長
は
、
子
ど
も
の
近
視
問
題

に
つ
い
て
触
れ
、
文
部
科
学

省
主
導
の
３
年
間
に
わ
た
る

全
国
調
査
で
、
休
み
時
間
に

よ
く
外
で
遊
ぶ
子
ど
も
が
近

視
に
な
り
に
く
い
と
い
う
結

果
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
文
科
省
が
作
成
し
た
近

視
に
関
す
る
子
ど
も
向
け
の

注
意
喚
起
冊
子
に
は
、
従
来

か
ら
あ
る
「
明
る
い
部
屋
で
」

「
近
く
で
見
な
い
」
「
時
々
き

ゅ
う
け
い
」
に
加
え
、
「
で

き
る
だ
け
外
で
遊
ぼ
う
！

」

と
い
う
文
言
が
追
加
さ
れ
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

万
代
恭
嗣
日
本
臨
床
外
科

学
会
長
は
、
学
会
の
二
つ
の

主
軸
で
あ
る
学
会
開
催
と
若

手
外
科
医
の
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
開
催
に
つ
い
て
説
明
。
セ

ミ
ナ
ー
は
40
歳
以
下
の
次
世

発
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

江
藤
隆
史
日
本
臨
床
皮
膚

科
医
会
長
は
、
被
災
地
支
援

に
お
い
て
、
被
災
地
に
お
け

る
専
門
領
域
の
医
療
ニ
ー
ズ

を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本

医
師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム

（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
本
部
が
都
道

府
県
医
師
会
を
通
さ
ず
に
各

医
会
へ
派
遣
要
請
を
行
い
、

被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
医
療

支
援
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
提
案
。
ま
た
、
診
療
報

酬
に
関
し
て
は
日
本
医
師
会

と
も
協
力
し
、
会
員
へ
「
外

来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
」
算
定
の
周
知
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

山
田
惠
日
本
放
射
線
科
専

門
医
会
・
医
会
理
事
長
は
、

創
立
50
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
有
識
者

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
に

つ
い
て
説
明
。
専
門
医
の
数

よ
り
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
多
い

現
状
を
指
摘
し
、
特
に
放
射

線
科
や
病
理
な
ど
特
定
の
領

域
で
の
自
由
開
業
に
つ
い
て

問
題
提
起
し
た
。

武
田
純
三
日
本
麻
酔
科
医

会
連
合
代
表
理
事
は
、
麻
酔

科
医
療
の
現
状
に
つ
い
て
、

全
身
麻
酔
の
手
術
件
数
が
１

９
９
３
年
か
ら
２
０
１
４
年

に
掛
け
て
約
２
倍
に
増
加

し
、
麻
酔
科
医
師
数
も
１
・

８
倍
に
増
加
し
た
が
、
麻
酔

科
医
の
絶
対
数
は
ま
だ
不
足

し
て
い
る
と
指
摘
。
ま
た
、

一
般
・
消
化
器
外
科
、
小
児

外
科
な
ど
の
外
科
の
専
門
分

化
に
伴
い
麻
酔
科
医
の
需
要

も
変
化
し
て
き
て
い
る
と
し

た
上
で
、
心
臓
血
管
外
科
な

ど
の
特
殊
な
分
野
で
は
、
専

門
的
な
麻
酔
技
術
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
し
た
。

代
の
外
科
医
を
対
象
に
、
全

国
か
ら
１
０
０
～
１
３
０
名

を
集
め
て
毎
年
開
催
し
て
い

る
が
、
外
科
医
を
志
望
す
る

医
師
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
て
、
若
手
外
科
医
の

育
成
と
確
保
に
向
け
て
セ
ミ

ナ
ー
の
内
容
を
改
善
し
、
世

界
で
活
躍
す
る
若
手
外
科
医

の
発
表
を
取
り
入
れ
る
な
ど

の
工
夫
を
し
て
い
る
こ
と
を

紹
介
し
た
。

石
渡
勇
日
本
産
婦
人
科
医

会
長
は
、
会
員
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
推
進
へ
の
協

力
を
積
極
的
に
呼
び
掛
け
て

い
る
こ
と
を
報
告
。
同
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
率
低
下
に
よ

り
、
日
本
の
子
宮
頸
が
ん
発

症
率
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
を
懸
念
し
て
い
る
と
し
た

上
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
検

診
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
２

０
７
０
年
ま
で
に
子
宮
頸
が

ん
を
撲
滅
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
試
算

結
果
を
基
に
、
本
会
議
参
加

の
他
科
の
医
会
に
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
へ
の
協

力
を
求
め
た
。

川
嵜
良
明
日
本
臨
床
耳
鼻

咽
喉
科
医
会
長
は
、
日
本
の

難
聴
自
覚
率
が
他
国
と
同
程

度
（
約
10
％
）
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
受
診
率
や
補

聴
器
使
用
率
が
低
い
こ
と
を

指
摘
。
Ａ
Ｃ
ジ
ャ
パ
ン
を
通

じ
た
難
聴
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
恒
久
的
な
運
動

と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
補

聴
器
の
使
用
を
推
奨
し
、
80

歳
で
30
デ
シ
ベ
ル
の
聴
力
を

目
指
す
「
聞
こ
え
８
０
３
０

運
動
」
を
展
開
し
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
た
。

佐
藤
好
範
日
本
小
児
科
医

会
副
会
長
は
、
日
本
の
出
生

率
が
過
去
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム

時
の
３
分
の
１
以
下
に
減
少

し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
た
上

で
、
「
伴
走
型
子
育
て
支
援

の
実
現
」
「
会
員
の
育
成
」

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
説
明
。
ま
た
、
災
害
等

で
心
の
傷
を
受
け
た
子
ど
も

達
の
行
動
を
理
解
し
、
早
期

に
適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
、
冊
子
『
子
ど
も
の
心
の

ケ
ア
の
た
め
に
』
を
作
成
し
、

１
月
の
能
登
半
島
地
震
の
際

に
、
地
域
の
小
児
科
医
を
通

じ
て
子
ど
も
の
保
護
者
に
配

布
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

長
谷
川
利
雄
日
本
臨
床
整

形
外
科
学
会
理
事
長
は
、
医

薬
品
の
供
給
不
足
問
題
に
つ

い
て
、
局
所
麻
酔
薬
の
供
給

不
足
が
整
形
外
科
医
療
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
た

め
、
厚
労
省
医
政
局
長
宛
て

に
局
所
麻
酔
薬
の
安
定
供
給

を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
す

る
考
え
を
表
明
。
ま
た
、
局

所
麻
酔
薬
が
他
科
で
も
使
用

さ
れ
る
薬
剤
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
各
医
会
代
表
者
と
の
連

名
で
提
出
す
る
こ
と
を
提
案

し
、
協
力
を
求
め
た
。

三
木
和
平
日
本
精
神
神
経

科
診
療
所
協
会
長
は
、
日
本

外
来
精
神
医
学
会
を
設
立

し
、
９
月
に
第
１
回
学
術
講

演
会
を
開
催
し
た
こ
と
を
報

告
。
一
方
で
、
急
激
な
精
神

疾
患
患
者
数
の
増
加
や
チ
ェ

ー
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
急
増
な

ど
の
問
題
に
対
し
て
は
、
認

定
医
を
増
や
し
て
対
応
し
て

い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

菅
原
正
弘
日
本
臨
床
内
科

医
会
長
は
、
日
本
内
科
学
会

と
共
同
で
本
年
か
ら
７
月
１

日
を
「
内
科
の
日
」
に
制
定

し
た
こ
と
を
発
表
し
、
今
後

の
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
検

討
中
で
あ
る
と
し
た
。

ま
た
、
診
療
報
酬
改
定
に

関
し
て
は
、
「
か
か
り
つ
け

医
機
能
」「
医
療
Ｄ
Ｘ
関
連
」

に
関
す
る
加
算
等
に
つ
い
て

説
明
し
た
上
で
、
今
後
の
課

題
と
し
て
事
務
作
業
や
設
備

等
の
経
済
的
負
担
の
増
加
を

挙
げ
た
。

嘉
山
孝
正
日
本
臨
床
脳
神

経
外
科
協
会
理
事
長
は
、
診

療
所
と
し
て
開
業
し
た
脳
神

経
外
科
医
は
協
会
役
員
に
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

協
会
規
約
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
規
約
の
改
定
の
準
備

を
進
め
て
い
る
と
し
た
他
、

脳
神
経
外
科
は
他
科
と
比
べ

て
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携

が
よ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
協
会
内
で
の
医
療
ス
タ

ッ
フ
の
立
場
に
つ
い
て
も
併

せ
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
を

報
告
し
た
。

清
原
久
和
日
本
臨
床
泌
尿

器
科
医
会
長
は
、
医
会
内
で

行
っ
た
働
き
方
改
革
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発

表
。
約
50
％
の
回
答
者
が「
大

き
な
変
化
は
無
い
」
と
回
答

し
、
40
％
が
「
困
っ
て
い
な

い
」
と
回
答
し
て
い
る
一
方

で
、
個
別
の
回
答
で
は
、
医

療
機
関
規
模
に
応
じ
た
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
た
他
、
会
員

獲
得
の
た
め
の
新
し
い
取
り

組
み
と
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
開
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日本臨床分科医会代表者会議　所属医会の活動⑦ ※活動の詳細は各会のホームページをご覧下さい。

日本放射線科専門医会・医会
◦力を入れていること：専門医数の増加
　日本放射線科専門医会・医会（以下、JCR）のミッションは「放射
線医療の発展を通して国民の健康と福祉に貢献する」です。しかし、
このミッションを完遂するには人数が圧倒的に不足しています。方策
の一つとして診療放射線技師に画像の一次スクリーニングを付託する
動きが出てきました。この業務の概念としてはナース・プラクティシ
ョナーのそれに近いものです。
　かたや専門医の不足は何も放射線科に限ったことではありません。
他の分野でも同様に不足しています。これは医師数の不足を意味する
のでしょうか？　大局的に見ると、どうも違うようです。なぜなら、
政府は医学部の定員を縮小する方向に転じているからです。ではなぜ、
このような一見すると逆向きの動きが生じるのでしょう？
　専門医不足の原因は「各領域の専門医が計画的に育成されていない」
というところにあります。実は日本は国際的に見ても、かなり異質な
医療政策上の方策をとっており、それは「どの診療科を選んでも自由」
という放任主義です。これは自由標榜制とも共通する概念です［1］。
　通常、先進国では専門医数の上限が定められており、それを介して
医療費の高騰を抑えています。コントロールの方法は三つあり、第一
に政府が介入する方法（アジアに多い）、医師会によるコントロール（西
洋に多い）、そして学会によるコントロール（米国）です。そのいず
れも行っていないのが日本です。
　JCRはこういった対応に対し異議を唱えています。しかし、この考
え方には根強い反対もあり、引き合いに出されるのが「憲法22条（職
業選択の自由）に反する」というものです。しかし、これは憲法解釈
の誤りだということを『日医雑誌6月号』に載せました［2］。
　JCRはこのように専門医制度の将来について議論を深める場所とな
っています。
参考文献
1.  What Has Caused the Shortage of Radiologists? Korean J Radiol. 

2023; 24: 933-935.
2.  専門医制度に関する一考察. 日医雑誌2024年 . 153巻･3

号. 310

日本麻酔科医会連合
　日本麻酔科医会連合は2021年に設立された新しい医会です。麻酔
科での開業は少ないので、大学教授や大病院の責任者からなる地区麻
酔科医会や麻酔関連学会が主な会員です。内部組織がまだ小さく、組
織の充実に力を注いでいます。
　本会の目的は、日本麻酔科学会関連で起きている手術件数の倍増、
集中治療・ペインクリニック・緩和医療などへの麻酔科医の領域拡大
によるマンパワー不足とタスクシフト、働き方改革等の問題点を、関
連学会のリーダーの方々、行政などと正しく情報を共有することにあ
ります。
　近年、麻酔科医は増えたとされていますが、比率としては伸びても、
絶対数が小さいため増加数も小さく、需要に追い付いていないという
のが肌感覚であります。
　初期研修制度、新専門医制度、臨床研究法、医師の働き方改革など、
一連の制度改革が行われてきましたが、この間に生じた研究力の低下
に加え、日本の医薬品の輸入超過は3兆円を超えています。
　また、医師の働き方改革では、教育・研究時間の制限や研究機関から
の離職が懸念されている一方、医療の高度化や新しい技術は新たな分
野を発生させ、医療ないしは多種多様な高度技術を有する医療人材に
対する需要の増加を招いており、この傾向は今後も続くと思われます。
　麻酔科領域でもこれらの現象は起きており、特に医療の高度化は、
麻酔科医の需要を増やしてきました。更に、研究力の低下は、日本麻
酔科学会にとっては大きな課題となっています。
　一連の制度改革が完了した今、失ったものを取り戻す時期と考えて
います。教育や研究・開発の基本は「人」と「人を育む体制」が重要
となります。
　日本麻酔科医会連合では、時間が掛かりますが若い医師に希望のも
てる体制づくりと、人材の育成に力点を置きたいと考えて
おり、日本医師会にはその支援をお願いしたいと考えてい
ます。
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MAMISに関する問い合わせ先
　本年10月30日に公開した医師会会員情報シス
テム（MAMIS）に関する各種のお問い合わせに
つきましては下記をご活用願います。

医師会会員情報システム運営事務局�
（コールセンター）

inquiry@mamis.med.or.jp
0120-110-030

（�受付時間：平日10:00～ 18:00�※土・日・祝日・年末年始
を除く平日）

日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

税
優
遇
の
適
用
に
必
要
な
「
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
」
を
ご
確
認
下
さ
い

国
民
年
金
基
金
の
掛
金

は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
る
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
度
、
本
年
中
に
掛
金

を
納
付
さ
れ
た
皆
様
に
「
社

会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
を

発
送
し
ま
し
た
の
で
、
ご
確

認
下
さ
い
。

控
除
証
明
書
は
、
税
控
除

の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続

き
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
下

さ
い
。

万
一
、
控
除
証
明
書
を
紛

失
さ
れ
た
場
合
な
ど
、
再
交

付
が
必
要
な
際
は
、
基
金
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
再
交
付
申
請
書
は
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
か
ら
も
入
手
で
き

る
他
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
も
再
交

付
の
申
請
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
電
子
交
付
も
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
で
は
、

生
計
を
同
じ
く
す
る
ご
家
族

の
掛
金
を
実
際
に
負
担
さ
れ

た
方
の
所
得
か
ら
控
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

家
族
の
中
で
所
得
の
多
い
方

が
負
担
さ
れ
た
場
合
、
税
優

遇
の
効
果
が
大
き
く
な
り
ま

す
。
ご
家
族
の
ご
加
入
に
つ

い
て
も
ご
検
討
下
さ
い
。

な
お
、
年
金
受
給
者
の
方

へ
の
源
泉
徴
収
票
の
お
届
け

は
、
来
年
１
月
中
旬
頃
の
予

定
で
す
。基
金
の
年
金
に
は
、

公
的
年
金
等
控
除
が
適
用
さ

れ
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
時

に
必
要
と
な
る
源
泉
徴
収
票

も
大
切
に
保
管
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
も
、
資
料
請
求
や
加
入
申

し
込
み
の
お
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

映
画
「
は
た
ら
く
細
胞
」

の
先
行
試
写
会
を
11
月
14

日
、
多
数
の
応
募
の

中
か
ら
抽
選
で
選
ば

れ
た
約
４
０
０
名
の

参
加
の
下
、
日
本
医

師
会
館
大
講
堂
で
開

催
し
た
。

本
映
画
は
、
人
間

の
細
胞
を
擬
人
化
し

た
斬
新
な
設
定
で
話

題
を
集
め
、
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
化
も
さ
れ
た

シ
リ
ー
ズ
累
計
発
行

部
数
１
０
０
０
万
部

を
超
え
る
大
人
気
同
名
漫
画

を
実
写
映
画
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
日
本
医
師
会
が
本
映

画
の
後
援
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
回
の
試
写
会
の
開

催
が
実
現
し
た
。

試
写
会
は
黒
瀨
巌
常
任
理

事
の
司
会
で
開
会
。
冒
頭
あ

い
さ
つ
し
た
松
本
吉
郎
会
長

は
日
本
医
師
会
の
活
動
に
対

す
る
日
頃
の
支
援
・
協
力
に

感
謝
の
意
を
示
し
た
上
で
、

「
こ
の
試
写
会
が
日
々
多
忙
を

極
め
る
先
生
方
の
癒
し
に
、

ま
た
、
そ
の
ご
家
族
へ
の
サ

ー
ビ
ス
に
、
少
し
で
も
つ
な

が
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ぜ

ひ
、
最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い

っ
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

引
き
続
き
あ
い
さ
つ
し
た

釜

敏
副
会
長
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
会
員
の
先
生
方

の
対
応
に
改
め
て
感
謝
の
意

を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
日

本
の
医
療
の
素
晴
ら
し
さ
を

強
調
。
日
本
医
師
会
は
今
後

も
そ
の
医
療
を
守
り
続
け
て

い
く
と
し
た
。

そ
の
後
は
映
画
の
上
映
が

行
わ
れ
、
最
後
に
は
抽
選
に

よ
り
15
名
の
方
に
日
医
君
グ

ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
、

試
写
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

会
場
に
は
ご
家
族
連
れ
の

会
員
も
多
く
、
作
品
に
感
動

し
て
涙
を
流
す
学
生
の
他
、

母
親
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

映
画
を
熱
心
に
観
賞
す
る
お

子
さ
ん
の
ほ
ほ
笑
ま
し
い
姿

な
ど
も
見
ら
れ
た
。

※
今
回
の
試
写
会
に
大
変
多

く
の
お
申
し
込
み
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
本
映
画
は
12
月
13
日

か
ら
全
国
で
上
映
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
下
さ
い

（
上
映
映
画
館
の
情
報
な
ど

は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
ご
確
認
願
い
ま
す
）
。

映画「はたらく細胞」
公式ホームページ

会
員
と
そ
の
ご
家
族
を
対
象
に

  
映
画「
は
た
ら
く
細
胞
」の

　
　
　
　
　
　
　
　試
写
会
を
開
催

　日本医師会ではこのほど、「日本医師会　赤ひげ大賞」の拡大企
画として、特別番組「赤ひげのいるまち」を制作しローカルテレ
ビ局で放映するとともに、その再編集版を日本医師会公式
YouTubeチャンネルに掲載しています。
　本番組は、赤ひげ大賞の事業を活用し、都道府県医師会並びに
ローカルテレビ局、太陽生命保険株式会社のご協力の下、地域住
民に地域医療の課題を知ってもらうとともに、地域医療に関心を
もつ医学生を一人でも多く増やすことを目的としており、今年度
は、和歌山並びに沖縄両県医師会のご協力の下、2本の番組を制
作しました。
　和歌山県編では和歌山県立医科大学の学生が、第12回の赤ひげ
功労賞受賞者で、自らの足で複数の医療機関を駆け巡り、白浜町
の住民の生命と健康を守っている松尾晃次先生を、沖縄県編では
琉球大学の学生が、同じく赤ひげ功労賞受賞者で、県外から移住し、
村に一つしか診療所がない頃から30年以上にわたり読

よみたんそん

谷村の医療
を守ってきた松嶋顕介先生をそれぞれ訪問し、地域医療の素晴ら
しさを学んでいる模様の他、平石英三和歌山県医師会長、田名毅
沖縄県医師会長と両県が抱える医療課題等について意見交換して
いる様子などが盛り込まれた番組となっています。
　ぜひ、ご覧頂くとともに、本番組の周知にご協力をお願いいた
します。

和歌山県編 沖縄県編

「日本医師会　赤ひげ大賞」拡大企画
  特別番組「赤ひげのいるまち」を

公式YouTubeチャンネルで公開中

第
30
回
日
本
医
師
会

 

認
定
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
制
度
再
研
修
会

◆
主
催
：
日
本
医
師
会

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
（
予

定
）
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
（
予
定
）

◆
日
時
：
令
和
７
年
１
月
19

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

４
時
10
分

◆
開
催
形
式
：
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
（
日
本
医
師
会
Ｗ
ｅ
ｂ

研
修
シ
ス
テ
ム
使
用
）

◆
受
講
資
格
者
：
日
本
医
師

会
認
定
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医

◆
受
講
料
：
日
本
医
師
会
員

５
０
０
０
円
（
税
込
）、
日

本
医
師
会
非
会
員
９
０
０
０

円
（
税
込
）

◆
受
講
方
法
：
受
講
者
は
ご

自
身
の
端
末
（
ス
マ
ホ
で
の

受
講
は
不
可
）
か
ら
、
日
本

医
師
会
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ

ム
に
接
続
し
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
動
画
を
ご
視
聴
下
さ

い
。
そ
の
際
に
は
、
講
義
ご

と
に
、
受
講
ロ
グ
を
記
録
し

ま
す
。

ま
た
、
「
視
聴
コ
ー
ド
」

を
入
力
頂
く
こ
と
に
よ
り
、

出
席
確
認
を
行
い
ま
す
の

で
、
必
ず
入
力
願
い
ま
す
。

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
シ
ス
テ
ム
か
ら

お
申
し
込
み
下
さ
い
（
非
会

員
の
一
部
はGoogle

フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
み
と
な
り
ま

す
）。
詳
細
は
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

www.med.or.jp/doctor/

work/

）
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
定
員
１
０
０
０
名
（
先
着

順
）

◆
申
込
締
切
：
令
和
７
年
１

月
13
日
（
月
）
午
後
11
時
59

分
。
た
だ
し
、
非
会
員
の
一

部
は
１
月
８
日
（
水
）
午
後

11
時
59
分
ま
で
。

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
講
演
①
：「
ス
ポ
ー
ツ
に

励
む
女
性
の
健
康
問
題
～
若

年
期
か
ら
大
人
ま
で
～
（
仮
）」

（
能
瀬
さ
や
か
ハ
イ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
医
学
・
研
究

部
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

・
講
演
②
：「
高
血
圧
患
者

に
対
す
る
運
動
療
法
（
仮
）
」

（
大
屋
祐
輔
琉
球
大
学
病
院

長
）

・
講
演
③
：「
糖
尿
病
患
者

に
対
す
る
運
動
療
法
（
仮
）
」

（
鈴
木
亮
東
京
医
科
大
学
糖

尿
病
・
代
謝
・
内
分
泌
内
科

学
分
野
主
任
教
授
）

・
講
演
④
：「
循
環
器
疾
患

患
者
に
対
す
る
運
動
療
法

（
仮
）」
（
木
庭
新
治
昭
和
大

学
医
学
部
内
科
学
講
座
循
環

器
内
科
学
部
門
・
大
学
院
医

学
研
究
科
教
授
）

・
講
演
⑤
：「
健
康
ス
ポ
ー

ツ
医
の
活
動
の
実
際
（
仮
）
」

（
貝
原
良
太
佐
賀
県
医
師
会

副
会
長
、
鳥
居
明
東
京
都
医

師
会
理
事
）

◆
修
了
証
：
令
和
７
年
１
月

22
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分

以
降
、
受
講
ペ
ー
ジ
に
ロ
グ

イ
ン
し
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
健
康
医
療
第
一
課
〔

03
─

３
９
４
２
─

６
１
３
８

（
直
）、

ksss@po.med.

or.jp

〕
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